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  相撲は国技ともよばれ，多くの日本人に愛され

続けています。その歴史は古代から現代まで連綿

と続き，興行として行われている大相撲以外に

も，一般の人々の生活と深く結びついた相撲行事

が数多く存在します。日本人にとっての相撲は，

地域を代表する力士が激突する「競技」であると

ともに，その美を愛でる「芸能」であり，神意を

占う「祭儀」でもあったのです。 

 本展では，相撲の歴史や相撲行事に関する多く

の分野にわたる資料を展示し，日本人にとっての

相撲の意義を紹介します。また，本県出身の名力

士や県内各地に残る資料，奉納相撲の記録ビデオ

上映等を通して，本県と相撲の深いつながりを紹

介します。会場は，次のような三部構成です。 

 

 第一部  相撲とは？ 

 土俵上での力士の所作には，「四股を踏む」「水

で口をすすぐ」「塩をまく」等いろいろなものが

あります。それはみな，相撲が単なる力くらべの

競技ではないことを示しています。地を鎮め，災

厄を除き，豊作を祈って行われた相撲の意義を現

在に伝えているのです。 

 まず，「相撲は何のためにとるのか？」といっ

た素朴な疑問をとりあげ，本展のテーマを考える

手がかかりとします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
 

 第二部  すもう今昔･･･相撲の歴史と民俗･･･ 

 日本人は，古代から現代まで途切れることな

く，相撲と深い関わりを持ち続けてきました。神

話で語られる神々の力比べ，古墳時代の力士埴

輪，奈良・平安時代の相撲節会，江戸時代の勧進

相撲など，約千五百年に及ぶ相撲の歴史を概観し

ます。また，歴史の各場面で生み出された相撲に

関する行事や人形・玩具など，庶民の生活にとけ

込んだ相撲文化を紹介します。 
  歴史は時代順に，文化は項目ごとに資料を展示 
します。 
 

 

 
 
 
 

 
 
 第三部  茨城のすもう 

 茨城県出身の第７代・稲妻雷五郎(江戸期・稲

敷市出身)，第 19 代・常陸山谷右衛門(明治・大

正期・水戸市出身），第 34 代・男女ノ川登三(昭

和期・つくば市出身)の三横綱を中心とした郷土

力士や名行司として名高い立行司・第十九代式守

伊之助（昭和期・ひたちなか市出身）の足跡を紹

介します。 

  また，延方相撲(潮来市)・化蘇沼稲荷相撲(行

方市)・鹿島神宮相撲祭(鹿嶋市)等の県内各地の

相撲行事を，実物資料・写真・ビデオ等で紹介し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ･･･ 関 連 行 事 ･･･ 

◆講演会･･･2/18(日) 杉山 邦博氏（日本福祉大学

生涯学習センター長，客員教授，元ＮＨＫアナウン

サー）定員 200 名申し込みしめきり 2/2 
◆「大至の相撲甚句」鑑賞会･･･3/4(日) 下家義久

氏， 大至伸行氏 定員 200 名 
申し込みしめきり 2/16 
☆申し込み方法 
 往復はがきに参加希望行事名・住所・氏名・電話
番号を明記の上，教育普及課までお申し込みくださ
い。（1 人 1 枚 申し込み多数の場合抽選） 
◆すもうミニ講座＆展示解説 
 2/11（日）24（土）3/11（日） 
 定員 200 名（参加自由） 

特別展 「すもう今昔」 

･･･日
ひ

の本
もと

を踏みかたむるは相撲かな･･･ 

会期：平成１９年２月３日(土)～３月２１日(水) 

 

｢力士埴輪｣(泉崎資料館蔵)  伏見人形｢角力土偶」(個人蔵) 

｢延方相撲｣（潮来市） 

国技館における ｢土俵祭｣ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別展「すもう今昔」同時期開催 

「「一一橋橋徳徳川川家家ののひひななままつつりり」」展展  
平成１９年２月３日（土）～３月２１日（水） 

 一 橋
ひとつばし

徳川家
とくがわけ

は，寛
かん

保
ぽう

元年（1741），８代将軍吉宗
よしむね

の４男宗尹
むねただ

が，江戸城一橋門内に 邸
やしき

をあた

えられたことに始まります。田安・清水とともに「御
ご

三
さん

卿
きょう

」と称され，将軍家と最も近い関係

にありました。この一橋家に伝来した人形は，歴代夫人や，姫君たちの遺愛の品とも伝えられる

もので，家格
か か く

の高さを示すみごとなものです。 

 雛人形では，家柄を反映した有職
ゆうそく

雛
びな

を中心として，次郎左
ざ

衛門
え も ん

雛，享 保
きょうほう

雛
びな

などの名品が含ま

れます。なかでも伏見
ふ し み

宮家
のみやけ

から嫁がれた東明宮
とめのみや

直子
つ ね こ

（徳
とく

信院
しんいん

）の雛道具は，この宮の婚礼
こんれい

調度
ちょうど

を

模した豪華
ご う か

なものです。また，御所
ご し ょ

人 形
にんぎょう

では，吉 祥
きっしょう

を内容とする能や史上の人物に取材した見

立てと称する着付けの人形に，多くの優品が認められます。 

平成１８年度第４回歴史教室 

「明治農政と茨城県農会」 
平成１９年１月２０日（土）午後２時から 

県立歴史館 講堂  参加料無料 先着順 
講師 県立歴史館 史料部長 安 典久 

 「富国強兵」をスローガンに掲げた明治政府にとって，国富の大半を占める農業の

生産力問題は，国家の存亡に関わる重要事でした。初期に導入を試みて失敗した西欧

の大農法にかわって，伝統的な老農（ろうのう）の技法に西欧の科学技術を加味した，

いわゆる農事改良を基調として明治の農政は進展しました。その実践団体として農会

の結成が奨められ，系統農会の組織が国中に張り巡らされていきます。茨城県での農

会の誕生は明治２３年，明治３１年に系統農会が成立しました。その過程を「茨城県

農会報」により跡づけ，農会が果たした役割や歴史的意義を考えます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体験学習用甲冑を購入しました 
「「学学校校教教育育ななどどでで活活用用をを！！  
                      希希望望受受付付中中」」  

   当当当館館館にににははは，，，児児児童童童生生生徒徒徒ののの体体体験験験学学学習習習用用用ののの甲甲甲冑冑冑ががが２２２領領領ああありりりままますすす。。。ととともももににに戦戦戦国国国時時時代代代をををイイイメメメ

ーーージジジしししたたた現現現代代代ののの甲甲甲冑冑冑でででああありりり，，，本本本物物物よよよりりり軽軽軽めめめににに造造造ららられれれててていいいままますすす。。。そそそれれれでででももも，，，ででできききるるる限限限

りりり当当当時時時ののの材材材料料料ががが用用用いいいららられれれててていいいままますすす。。。   

   初初初のののおおお披披披露露露目目目ははは，，，８８８月月月２２２０００日日日ののの歴歴歴史史史館館館まままつつつりりりののの時時時でででしししたたた。。。幼幼幼稚稚稚園園園児児児かかかららら小小小学学学生生生，，，

中中中学学学生生生まままででで１１１００００００名名名以以以上上上ののの皆皆皆さささんんんががが着着着用用用しししままましししたたた。。。保保保護護護者者者ややや当当当館館館ののの職職職員員員ももも手手手伝伝伝いいいななな

がががららら，，，１１１人人人５５５分分分くくくらららいいいののの時時時間間間ででで着着着装装装ででできききままましししたたた。。。   

   どどどののの方方方ももも，，，カカカメメメラララののの前前前でででポポポーーーズズズをををとととっっったたたりりり，，，周周周りりりののの人人人たたたちちちににに見見見せせせたたたりりり，，，楽楽楽しししいいい体体体

験験験でででしししたたた。。。一一一方方方予予予想想想以以以上上上ににに重重重くくく感感感じじじららられれれたたた方方方ももも多多多くくく，，，はははずずずしししたたた後後後ににに大大大きききくくくたたためめめ息息息ををを

つつついいいたたたりりり，，，「「「重重重かかかっっったたた」」」ととといいいううう率率率直直直ななな感感感想想想ををを寄寄寄せせせるるるなななどどど，，，人人人ががが甲甲甲冑冑冑ををを付付付けけけててていいいたたた時時時

代代代ををを実実実感感感ででできききままましししたたた。。。   

   こここののの甲甲甲冑冑冑ははは，，，今今今後後後ももも歴歴歴史史史館館館まままつつつりりりなななどどどののの体体体験験験コココーーーナナナーーーでででももも活活活用用用しししててていいいきききままますすすががが，，，

こここれれれとととははは別別別ににに，，，学学学校校校教教教育育育ののの場場場でででももも活活活用用用しししててて頂頂頂きききたたたいいいととと思思思いいいままますすすのののででで，，，ごごご希希希望望望がががごごござざざ

いいいままましししたたたららら，，，ごごご連連連絡絡絡頂頂頂きききたたたいいいととと思思思いいいままますすす。。。（（（個個個人人人でででのののおおお申申申ししし込込込みみみ，，，営営営業業業等等等はははごごご遠遠遠慮慮慮

くくくだだださささいいい。。。）））   



所蔵史料紹介 
 関東管領山内上杉氏家臣・兵部少輔元□書状 

 
茨城県立歴史館史料部では、茨城県の歴史の根本史料となる『茨城県史料』（全３７冊）

を刊行してきました。中世編では計６冊が刊行され、そのうちのⅠからⅢまでの３冊が県

内所在文書を扱い、Ⅰには行方市手賀の鳥名木家の所蔵する「鳥名木文書」計４１点が載

せられています。また鳥名木文書は、平成５年に当館に寄託され、管理が行われています。

鳥名木文書は鳥名木村を本拠とした東国の村落規模の武家文書として著名です。 
ただ残念ながら、『茨城県史料』本では、刊行時に２点の文書が未採録で、ここではその

うちの１点を紹介したいと思います。室町時代の東国政治史に新たな知見をもたらすもの

です。 
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本文書は、姓と名前の一字が不明ですが、「兵部少輔元□」なる人物から、鳥名木入道に

宛てられた書状です。鳥名木入道とは当時の鳥名木家当主国義のことで、室町時代関東一

円を支配した鎌倉公方の補佐役である関東管領山内上杉氏の被官となっていました。発給

者「兵部少輔元□」なる人物は、山内上杉氏の家臣の一人で、鎌倉にいた奉行人と思われ

ます。発給された時期ですが、「十一月十三日」の日付のみで、年次が分かりません。しか

し文書の内容から推定ができます。それは傍線部の③に「しやうくん様御定之事ニありけ

二候、何様目出度存候」とある点からです。兵部少輔元□は「しやうくん」（将軍）の決定

を鳥名木国義に伝え、目出度いことと述べています。 
室町将軍で１１月１３日直前にその位に就いた人物としては、７代将軍の足利義勝がい

ます。嘉吉２年（1442）１１月７日のことです（『康富記』など）。京都から鎌倉への情報

が数日かかったとすれば、１３日の日付は最も適当です。前年の嘉吉元年６月、６代将軍

義教が嘉吉の乱で横死したため、幕府は混乱し、将軍位も空位のままでした。それゆえに

目出度いことと述べているのでしょう。ここから本文書は嘉吉２年のものと判明します。 
つぎに、東国政治史の新知見となる点を述べましょう。永享の乱（1438～39）・結城合戦

（1440～41）後の、鎌倉府（鎌倉公方―関東管領）の政治動向です。鎌倉府は永享の乱以

前から鎌倉公方と関東管領の対立があり、結果、公方足利持氏は永享の乱で自殺し、その

子春王丸・安王丸は結城合戦後処刑され、子の一人万寿王丸は信濃佐久の大井持光のもと

に匿われていました。関東管領上杉氏が実権を握ったのです。 
その政治過程について、傍線部の①と②から新しい事実がわかります。 
まず①ですが、ここで兵部少輔元□は、本文書を出した二、三日後に、誰かが「自白井

御帰陣候」すると、鳥名木国義に伝えています。「帰陣」、つまり合戦の陣所である「白井」

を引き払って帰ってくるということです。主体は誰でしょうか。「御」と敬称が付けられて

おり、また兵部少輔元□の居る鎌倉へ帰ってくるという意味ととれますので、当時の山内

上杉氏の当主と考えるのが適当です。関東管領山内上杉氏の当主は、有名な上杉憲実の弟

上杉清方でした。では陣所を敷いた「白井」は何処でしょうか。山内上杉氏関係で「白井」

といえば、上野白井（群馬県子持村白井）が思い浮かびます。上杉氏家臣の白井長尾氏の

居城のあった地です。つまりこの部分からは、嘉吉２年１１月中旬まで、何らかの合戦、

もしくは軍事的緊張があって、山内上杉氏は軍勢を率いて上野白井城に在陣しており、お

そらくその問題が解決したため鎌倉へ帰陣する事態になったと考えられます。この点が従

来知られていなかった新事実です。この軍事的問題の存在とその解決という推測は、つぎ

の下線部②の理解に関わってきますので、②を見ていきましょう。 
②では、この時期に「白心様」なる人物が、右の白井に到着した、そして「此方」（鎌倉）

にも「御越」（やってくる）するという「雑説」（噂）があるということを、鳥名木国義に

伝えています。「白心様」の白井到着と、山内上杉氏の白井から鎌倉への帰陣は密接な関係

があると思われます。この点で、「白心様」なる人物は誰か、白井へやってきた理由は何か

という点の理解が重要です。 



「白心様」とは、この時期に同音で「柏心周操」なる禅僧がいます。臨済宗夢窓派の五

山僧で、永享９年（1437）京都相国寺の第４９世に就き、同１１年、室町幕府と東国鎌倉

府の外交交渉役である関東使節に任命された人物です。永享の乱（1438～39）では、鎌倉

公方足利持氏の処分問題で、将軍義教の意を当時の関東管領上杉憲実に伝える役割を担っ

ています。上杉氏の陣所の上野白井へ来て、さらに鎌倉まで来ると噂されている点、さら

に「様」付けされ「御越」と敬称が付けられて点から見ても、この人物に間違いありませ

ん。 
では白井へやって来た理由は何でしょうか。これは白井への到着と同時に上杉方軍勢の

帰陣となった理由とおそらく密接に関わる問題と思います。ここで問題となるのは、関東

管領山内上杉氏が上野白井へ在陣した理由です。考えるヒントは、永享の乱・結城合戦直

後の関東の政治状況にあります。 
鎌倉公方持氏やその二人の遺児の死後、鎌倉府の実権は、京都の幕府をバックとする関

東管領山内上杉氏に握られていました。しかし信濃佐久に匿われていた遺児の一人万寿王

丸（のちの足利成氏）は、結城合戦（1440～41）直後の嘉吉元年（1441）７月に、早くも

反上杉氏の軍事行動を開始しようとしていたのです。このときの軍勢催促状が『角田石川

文書』の中に残されています。しかし従来は、この決起が実際に行われたものかは不明で

あり、掛け声のみであったのではないかと、否定的に見られてきました（百瀬今朝雄「足

利成氏の幼名」『日本歴史』４１４号）。 
しかし本文書からうかがえる新事実の一つ、嘉吉２年１１月前の、山内上杉氏の上野白

井在城の事実は、そのような従来の見方を見直させるものです。万寿王丸の潜んでいた信

濃佐久とこの上野白井は比較的近接する場になります。ここから、万寿王丸の反上杉氏軍

事行動は実際に行われたものであり、翌年のこの時期まで継続していたのではないか、と

推測することが可能となります。 
この見方を補強するのが、本文書から分かる新事実のもう一つ、関東使節柏心周操の動

向です。柏心周操は京都から上野白井へ向かうとき、どのルートをとったのでしょうか。

兵部少輔元□は、柏心周操が上野白井からさらに鎌倉へ向かうとの噂があると述べていま

すが、これは、鎌倉のある東海道ルートではなく、東山道ルートをとったことを暗示しま

す。その点で何よりも注目されることは、万寿王丸が潜んでいた信濃佐久がこのルート上

に位置することです。当時の政治状況からすれば、間違いなく佐久の万寿王丸の元に柏心

は立ち寄ったのではないでしょうか。それも、様子伺いなどという程度ではなく、立ち寄

って何らかの幕命を伝えること、それこそが本来の使命であったのではないか、その結果

を得て上野白井への到着があり、上杉方軍勢の帰陣する事態になったのではないか、とい

うことです。 
この時期の室町幕府は、嘉吉の乱の混乱を乗り越え、７代将軍義勝を擁立する直前で、

東国の政治的混乱にも介在する余地が生まれていました。この時幕府の中枢を担っていた

管領の畠山持国は、のちに成氏（万寿王丸）が鎌倉公方に復権したとき、親派として行動



した人物でもあります。幕府がそれまでの反万寿王丸の姿勢を改めたという可能性がある

のです。つまり関東管領山内氏に反旗を翻す万寿王丸に、幕府が宥免を与え、関東管領上

杉氏との融和、ひいてはその背後にある幕府との融和を図った、その使命を関東使節の柏

心周操が担った、それゆえに柏心は上杉方の陣所白井へ行く必要もあり、上杉氏軍勢の帰

陣という事態にもなった、という想定です。万寿王丸が鎌倉公方として復権してくる（「御

代始」）のはそれから間もなくのことで、この想定を補強します。 
中世文書、とくに東国の文書はその残存が僅少で、このように新たな文書が見出された

場合、そこより知られる情報はきわめて貴重です。とくに鳥名木文書中の山内上杉氏家臣

からの書状は、中世東国政治史に貴重な情報を数多く持っています。『茨城県史料』には未

採録であった鳥名木文書のこの１点からは、中世東国政治史、とくに嘉吉２年段階の、幕

府―鎌倉公方―関東管領三者をめぐって展開したこのような政治史の新事実が分かるので

す。 
歴史館史料部では、このような貴重な史料を含め約１７万点の歴史資料を公開していま

す。多くの方に活用されることを願っています。 
（本文の詳細は内山俊身「鳥名木文書に見る室町期東国の政治状況」『茨城県立歴史館報』

３１号に述べられています。あわせてご参照ください） 
（首席研究員 内山俊身） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度終了した事業のご報告 

特別展「縄文のムラ 弥生の村」  平成１８年９月３０日～１１月１９日 

今回は，火焔型土器や銅鐸などの国宝が１１点展示され，見応えのある展示会

となりました。１１，０００名近くの来館者をお迎えし，大変好評裏に終了することが

できました。また，会期末には園内の銀杏並木やもみじなどの紅葉が見事で，特別

展とあわせてお楽しみいただけました。 

資料紹介展「鹿島神宮文書」―中世の鹿島神宮と常陸の武家― 

                         平成１８年１０月２１日～１１月１３日 

資料がございますので紹介します。 

歴史館まつり  ８月２０日（日）の様子 
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歴史館まつり・歴史館シンポジウム『中世東国における内海世界』 
 

８月１９日に，歴史館まつりの第１日目行事として，シンポジウム『中世東国における

内海世界－霞ヶ浦周辺の新しい歴史像を描く－』を実施し，約２００名の茨城県内外の参

加者を得て，盛況のうちに終了することができました。 
 本シンポジウムを企画した理由は，副題－霞ヶ浦周辺の新しい歴史像を描く－にありま

すように，本県の南部に広大な面積を持つ霞ヶ浦やその周辺について，中世という時代に

はどのような特徴があったのか，とくに現在とは異なって「内海」であり，流通・交通の

要地であった霞ヶ浦という視点から，新たな歴史像を描いてみたい，ということでした。

これは，現在の霞ヶ浦の抱えている様々な問題，たとえば水質汚濁や，一昨年の鯉ヘルペ

スの流行などにみる環境悪化に対し，歴史的に霞ヶ浦問題を検討し，その再生の一助にし

たいという，歴史学からの提言も意図していました。 
基調講演他，４本の報告は次の通りです。 
基調講演「内海論からみた中世の東国」（高知大学教授市村高男氏） 
報告①「古河公方領国における流通－馬・船・商人―」（当館首席研究員内山俊身） 
報告②「中世霞ヶ浦をめぐる宗教世界―律宗の布教活動を中心に－」（福岡大学助教授

桃崎祐輔氏） 
報告③「常陸・下総の武士勢力と交流－金砂合戦の評価をめぐって－」（茨城大学教授

高橋 修氏） 
報告④「発掘された中世城館からみた常陸」（国立歴史民俗博物館教授小野正敏氏） 

 市村基調講演では，中世において非農業生産の比重の高かった東京湾・霞ヶ浦周辺の特

質が指摘され，近世初頭の利根川東遷事業での交通体系の変化に伴い霞ヶ浦地域の豊かな

発展基盤が失われた事情，さらに以上をふまえ，霞ヶ浦の再生への歴史学からの提言がな

されました。 
 内山報告では，東京湾と霞ヶ浦の水運をつなぐ位置にあった戦国時代の古河公方領国の

特質が，そこで活動した商人・交通業者の存在から指摘され，中世霞ヶ浦の位置が東国全

体の中で位置づけられました。 
 桃崎報告では，寺院史・仏像・考古資料から，忍性による鎌倉時代後半の旧仏教律宗の

東国への布教が，首都鎌倉に先立って，つくば市小田の三村山極楽寺や霞ヶ浦周辺でなさ

れていた事実が指摘され，中世霞ヶ浦のもっていた先進性が高く評価されました。 
 高橋報告では，平安時代末期に佐竹氏が霞ヶ浦に進出していた理由が，奥州藤原氏の京

都への貢納ルートや，そこを基盤とする上総氏・千葉氏との競合から説明され，源頼朝が

佐竹氏を討った金砂合戦が，その後の奥州合戦の前哨戦で，特異な合戦であると，霞ヶ浦

世界を視野に入れて評価されました。 
 小野報告では，中世考古学の成果から，東国武家の館空間の在地指向と都指向の２モデ

ルが示され，霞ヶ浦に近いつくば市の小田城や小泉館の発掘成果から，この地域が強い都



指向をもっており，東国の他の地域にはないその特異性が指摘されました。 
 その後，参加者からの質問をもとに，テーマを統合するパネルディスカッションが行な

われ，講演・報告内容の深化とその関連性の討議が行われました。 
 このシンポジウムの内容は，平成１９年８月に，茨城県立歴史館編集で『東国の内海世

界－中世の霞ヶ浦・利根川・筑波山－』（高志書店）として刊行される予定です。 
 
 （会場風景写真）  


